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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
一般社団法人 板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
一般社団法人 日中投資促進機構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員73、推薦会員１）

業心理学や人間工学の隣接領域」と感じていました。
　私事ですが、そもそも理系の「機械か電気」に憧れ
た者が当時の受験の中で文系へ転向し、それでも想い
断ち難く「理系っぽい分野」として「人間工学」に関
心を持ったところから始まった、との思いです。
　当時は（日本の当時の自動車史的なことを考えても）
まだまだマイナーな分野と言わざるを得なかったよう
ですが、それでも関西では交通科学研究会が活動して
おり、また筆者の師匠は自らも属する「日本交通心理
学会」の存在を教えてくれました（現在の筆者のもう
一つの所属でもあります）。
　2017年に日本交通心理学会より企画・刊行された
「交通心理学入門」というテキストの内容を紹介（各
章題を列記）しますと、
ドライバーの応答特性／交通事故の心理学的問題／運
転適性／交通教育心理学／交通発達心理学／交通カウ
ンセリング／コーチング／交通リスク心理学／交通社
会心理学
　といったように「人間の特性と運転行動、それに関
連する教育（免許未取得の子どもの交通教育関連を含
め）や指導、交通社会のコミュニケーション行動等々」
と、話題は多岐にわたります。
　それだけ「人が車に乗ること」は “大イベント” な
のかもしれません。

　次号では、自動車交通と心理学の「過去からの経緯
と現在」などについて、今少し述べてみたいと思います。

日本自動車会議所会員（2023年９月15日現在）＝団体会員89、順不同＝

　本連載での筆者の肩書は「日
本交通科学学会（理事）」です
が、この学会は1962年（昭和37
年）創立の「日本交通医学協議
会」に端を発します。医学領域

だけでなく、人間・交通・自動車・道路工学や交通行
政、法学など各分野の専門家や医師が交通安全の問題
に取り組む体制とするため、1965年に「社団法人　日
本交通科学協議会（略称：交科協）」と名称変更し、
長きにわたって活動してきました。公益法人制度改革
もあり、現在の「一般社団法人　日本交通科学学会」
に改称したのは2013年のことです。
　知る限り、交科協時代から一貫した特徴として「医
工（近年では医理工とも）連携」を標榜しており、医学・
工学等の研究者と実務者の交流の場となっています。
筆者は医者でも工学（いわゆる理系）でもなく、大学
では心理学を専攻しました。しかも研究者生活でもな
い立場ですが、いわゆる文系なれど扱う対象が人間な
ので医学的（特に人体の仕組みや特性など）な基礎に
触れたり、隣接領域に「人間工学」があったりと、こ
の会の活動内容に関心を抱き「勉強させてもらおう」
と志して以来、30年近くの歳月が流れました。
　ところで「心理学」では、自動車交通はどういう扱
いなのでしょうか。
　筆者の拙い知識では、心理学は「基礎と応用」、ま
た「実験と臨床」といった大別となり、学生だった
1980年代前半頃だと自動車運転等は「応用心理学、産

ドライバーのココロ（前編）
（一社）日本交通科学学会理事　吉村俊哉
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